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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータプロセッサで実行される方法であって、
　プロセッサとプロセス制御デバイスの間の通信可能に結合された経路を検出し、
　前記通信可能に結合された経路の電気的特性を測定し、
　前記プロセス制御デバイスの通信プロトコルの電気的要件をメモリ装置から読み出し、
　前記通信可能に結合された経路の存在下で、前記電気的特性の前記電気的要件に対する
不足を算出し、
　前記メモリ装置から前記不足を小さくする電気的緩和策を読み出し、
　表示装置に前記電気的緩和策を表示する、コンピュータプロセッサで実行される方法。
【請求項２】
　前記電気的特性が前記通信可能に結合された経路上での電圧を含み、前記電気的要件が
前記プロセス制御デバイス内で必要な電圧を含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記不足が前記プロセス制御デバイスを適切に動作させるのに不十分な電位を含み、前
記電気的緩和策が前記プロセス制御デバイスへ前記電気的要件を満たす電圧を供給するこ
とを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記電気的緩和策がさらに前記通信可能に結合された経路における配線構成を変更する
ことを含み、前記プロセッサが前記表示装置に配線の指示を表示する、請求項２又は３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記配線の指示がプロセス制御デバイス上に適切な配線接続を示すことを含む、請求項
４の方法。
【請求項６】
　前記電気的特性が前記通信可能に結合された経路と関連する抵抗を含む、請求項１から
５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記不足が前記通信可能に結合された経路と関連し、前記プロセッサと前記プロセス制
御デバイスの間の通信をサポートするのに不十分な抵抗を含み、前記電気的緩和策が前記
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プロセッサと前記プロセス制御デバイスの間で通信ができるように前記通信可能に結合さ
れた経路の抵抗を変更することを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記電気的緩和策が前記通信可能に結合された経路と関連する電流を変更することで、
（ｉ）アクチュエータデバイスが動作及び通信することを可能とし、（ｉｉ）アクチュエ
ータデバイスを動かす、ことを含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記プロセッサが前記通信可能に結合された経路と関連する前記抵抗を変更するための
オプションを前記表示装置に表示する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プロセッサがＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎ
ｓｄｕｃｅｒプロトコルに準拠するフィールド保守ツール内に収容され、前記フィールド
保守ツールが高速フーリエ変換を使ってＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓ通信を
検出するよう構成された、請求項１から９の何れか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　さらに、通信ループ上でアナログ通信またはデジタル通信の欠如を検出することを含み
、前記電気的緩和策が通信ループ上でデバイスをポーリングすることを含む、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記電気的緩和策が、前記通信可能に結合された経路に１６７オームの抵抗を追加する
こと、前記通信可能に結合された経路に２５０オームの抵抗を追加すること、及び前記通
信可能に結合された経路に５００オームの抵抗を追加すること、の少なくとも１つを含む
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記不足が電源容量を超過したことを含み、前記電気的緩和策が前記電源から前記デバ
イスソースの数を減らすこと、または前記電源の電流制限を外すことを含む、請求項３に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記不足が前記通信可能に結合された経路の電線がショートしたことを含み、前記電気
的緩和策が前記通信可能に結合された経路の電線を交換することを含む、請求項３に記載
の方法。
【請求項１５】
　前記プロセッサがＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロトコルに準拠するフィ
ールド保守ツール内に収容されている、請求項１から１４の何れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　さらに、前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デバイスへ電圧を供給するこ
とを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記不足が前記電気的要件で定められた閾値を超える電圧を含み、前記プロセス制御デ
バイスがＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロトコルに準拠する、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１８】
　前記電気的緩和策が前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デバイスへ電圧を
供給できないようにすることを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記不足が、（ｉ）前記電気的要件で定められたのと反対の極性の電圧、（ｉｉ）デバ
イス検出されず、（ｉｉｉ）ショートを検出、（ｉｖ）電源容量を超過、の少なくとも１
つを含む、請求項１６から１８の何れか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記電気的緩和策が、フィールド保守ツールによって供給された電圧の前記極性を反転
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させること、または前記プロセッサが前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デ
バイスへ電圧を供給する配線を変更するために表示装置上に説明を表示すること、の少な
くとも１つを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　フィールド保守ツールであって、
　コンピュータプロセッサ、
　メモリ装置、
　表示装置、
　電気的測定センサ、
　通信コネクタ、とを含み、
　前記プロセッサが、
　前記プロセッサと前記通信コネクタとプロセス制御デバイスの間の通信可能に結合され
た経路の存在を検出し、
　前記電気的測定センサを用いて、前記通信可能に結合された経路の電気的特性を測定し
、
　前記メモリ装置から、前記プロセス制御デバイスの通信プロトコルの電気的要件を読み
出し、
　前記電気的特性の前記電気的要件に対する不足を算出し、
　前記メモリ装置から前記不足を小さくする電気的緩和策を読み出し、
　表示装置に前記電気的緩和策を表示するように構成された、フィールド保守ツール。
【請求項２２】
　前記電気的特性が前記通信可能に結合された経路上での電圧を含み、前記電気的要件が
前記プロセス制御デバイス内で必要な電圧を含む、請求項２１に記載のツール。
【請求項２３】
　前記不足が前記プロセス制御デバイスを適切に動作させるのに不十分な電位を含み、前
記電気的緩和策が前記プロセス制御デバイスへ前記電気的要件を満たす電圧を供給するこ
とを含む、請求項２２に記載のツール。
【請求項２４】
　前記電気的緩和策がさらに前記通信可能に結合された経路における配線構成を変更する
ことを含み、前記プロセッサが前記表示装置に配線の指示を表示する、請求項２３に記載
のツール。
【請求項２５】
　前記配線の指示がプロセス制御デバイス上への適切な配線接続の表示を含む、請求項２
４に記載のツール。
【請求項２６】
　前記電気的特性が前記通信可能に結合された経路と関連する抵抗を含む、請求項２１か
ら２５の何れか一項に記載のツール。
【請求項２７】
　前記不足が前記通信可能に結合された経路と関連し、前記プロセッサと前記プロセス制
御デバイスの間の通信をサポートするのに不十分な抵抗を含む、請求項２６に記載のツー
ル。
【請求項２８】
　前記電気的緩和策が前記通信可能に結合された経路と関連する前記抵抗を変更すること
を含む、請求項２７に記載のツール。
【請求項２９】
　前記プロセッサが、（ｉ）表示装置上に前記通信可能に結合された経路と関連する前記
抵抗を変更するオプション、（ｉｉ）アクチュエータデバイスが動作及び通信するよう電
流を供給すること、（ｉｉｉ）アクチュエータデバイスを動かす電流、の少なくとも１つ
を表示する、請求項２８に記載のツール。
【請求項３０】
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　前記フィールド保守ツールがＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ
　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒプロトコル準拠である、請求項２１から２９の何れか一項に記載
のツール。
【請求項３１】
　さらに、通信ループ上でアナログ通信またはデジタル通信の欠如を検出することを含み
、前記電気的緩和策が通信ループ上でデバイスをポーリングすることを含む、請求項３０
に記載のツール。
【請求項３２】
　前記電気的緩和策が、（ｉ）前記通信可能に結合された経路に１６７オームの抵抗を追
加すること、（ｉｉ）前記通信可能に結合された経路に２５０オームの抵抗を追加するこ
と、及び（ｉｉｉ）前記通信可能に結合された経路に５００オームの抵抗を追加すること
、の少なくとも１つを含む請求項３１に記載のツール。
【請求項３３】
　前記不足が電源容量を超過したことを含み、前記電気的緩和策が前記電源から前記デバ
イスソースの数を減らすこと、または前記電源の電流制限を外すことを含む、請求項２３
から２５の何れか一項に記載のツール。
【請求項３４】
　前記不足が前記通信可能に結合された経路の電線がショートしたことを含み、前記電気
的緩和策が前記電気的緩和策の電線を交換することを含む、請求項２３から２５の何れか
一項に記載のツール。
【請求項３５】
　前記プロセッサがＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロトコルに準拠するフィ
ールド保守ツール内に収容されている、請求項２１から３４の何れか一項に記載のツール
。
【請求項３６】
　前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デバイスへ電圧を供給する電圧ソース
をさらに含む、請求項３５に記載のツール。
【請求項３７】
　前記不足が前記電気的要件で定められた閾値を超える電圧を含み、前記プロセス制御デ
バイスがＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓプロトコルに準拠する、請求項３６に
記載のツール。
【請求項３８】
　前記電気的緩和策が前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デバイスへ電圧を
供給できないようにすることを含む、請求項３７に記載のツール。
【請求項３９】
　前記不足が前記電気的要件で定められたのと反対の極性の電圧を含む、請求項３６から
３８の何れか一項に記載のツール。
【請求項４０】
　前記電気的緩和策が、フィールド保守ツールによって供給された電圧の前記極性を反転
させること、または前記プロセッサが前記フィールド保守ツールから前記プロセス制御デ
バイスへ電圧を供給する配線を変更するために表示装置上に説明を表示すること、の少な
くとも１つを含む、請求項３９に記載のツール。
【請求項４１】
　コンピュータプロセッサで実行される方法であって、
　プロセッサとプロセス制御デバイスの間の通信可能に結合された経路の存在を検出し、
　前記通信可能に結合された経路の電気的特性を測定し、
　前記プロセス制御デバイスの通信プロトコルの電気的要件をメモリ装置から読み出し、
　前記通信可能に結合された経路の存在下で、前記電気的特性の前記電気的要件に対する
不足を算出し、
　前記メモリ装置から前記不足を小さくする電気的緩和策を読み出し、
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　表示装置に前記電気的緩和策を表示する、コンピュータプロセッサで実行される方法で
あって、
　前記電気的緩和策がさらに前記通信可能に結合された経路における配線構成を変更する
ことを含み、前記プロセッサが前記表示装置に配線の指示を表示し、
　前記配線の指示がプロセス制御デバイス上への適切な配線接続の表示を含む、コンピュ
ータプロセッサで実行される方法。
【請求項４２】
　Ｈｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒデバ
イスへのポーリングをさらに含み、
　前記電気的特性と電気的要件が
　（ｉ）前記通信可能に結合された経路上に電圧が存在しＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓ
ｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ通信が存在する、
　（ｉｉ）前記通信可能に結合された経路上に電圧が存在し、通信が存在しない、
　（ｉｉｉ）前記通信可能に結合された経路上に電圧が存在せず、通信が存在しない、の
少なくとも１つを含む、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　ＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓ通信を開始することをさらに含み、
　前記電気的特性と電気的要件が、前記通信可能に結合された経路上で電圧と、前記ＦＯ
ＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓ通信の存在を含む、請求項４１又は４２に記載の方
法。
【請求項４４】
　前記プロセッサとプロセス制御デバイスの間の通信可能に結合された経路の切断を検出
することをさらに含む、請求項４１から４３の何れか一項に記載の方法。
【請求項４５】
　前記電気的特性と電気的要件が前記通信可能に結合された経路上の通信と電圧を含み、
　前記電気的緩和策が通信可能に結合された経路上の電流を変更することを含み、
　前記電気的緩和策が電圧を前記プロセス制御デバイスへ供給することを含む、請求項４
１から４４の何れか一項に記載の方法。
【請求項４６】
　前記電気的要件がＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆｉｅｌｄｂｕｓ通信が必要であることを含
み、前記電気的特性がＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａ
ｎｓｄｕｃｅｒ通信を含む、請求項４１から４５の何れか一項に記載の方法。
【請求項４７】
　前記電気的要件がＨｉｇｈｗａｙ　Ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　Ｒｅｍｏｔｅ　Ｔｒａｎ
ｓｄｕｃｅｒ通信が必要であることを含み、前記電気的特性がＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮ　Ｆ
ｉｅｌｄｂｕｓ通信を含む、請求項４１から４６の何れか一項に記載の方法。
【請求項４８】
　前記電気的緩和策が前記プロセス制御デバイスへ電流を供給することを含み、前記プロ
セス制御デバイスがポジショナである、請求項４１から４７の何れか一項に記載の方法。
【請求項４９】
　前記電気的緩和策が、診断中またはソフトウェアのアップデート中にプロセス制御デバ
イスへより大きな電流を供給することを含む、請求項４１から４８の何れか一項に記載の
方法。
【請求項５０】
　前記プロセス制御デバイスがトランスミッタを備え、前記電気的要件がポジショナ制御
信号を含む、請求項４１から４９の何れか一項に記載の方法。
【請求項５１】
　前記プロセス制御デバイスがポジショナを備え、前記電気的要件がトランスミッタ制御
信号を含む、請求項４１から５０の何れか一項に記載の方法。
【請求項５２】
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　前記電気的緩和策を中止する指示を前記プロセッサで受信することを含む、請求項４１
から５１の何れか一項に記載の方法。
【請求項５３】
　前記電気的特性が変化するのに応じて、前記表示装置上の前記電気的緩和策の表示を動
的に更新することを含む、請求項４１から５２の何れか一項に記載の方法。
【請求項５４】
　前記電気的特性における変化に反応して、前記通信可能に結合された経路上で通信を試
みることを含む、請求項４１から５３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５５】
　ヒューマンマシンインタフェースからの指示に反応して、前記電気的緩和策を取り消す
ことを含む、請求項４１から５４の何れか一項に記載の方法。
【請求項５６】
　ヒューマンマシンインタフェースからの指示なしに、前記電気的緩和策を繰り返すこと
を含む、請求項４１から５５の何れか一項に記載の方法。
【請求項５７】
　前記電気的緩和策が前記通信可能に結合された経路への電気的変更を防ぐことを含む、
請求項４１から５６の何れか一項に記載の方法。
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